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通  年  議  会

通年議会の導入に向けて!!

　私たち香美市議会は、昨年の改選後に『議会改革推進特別委員会』を設置し、
通年議会の導入に向けて、これまでに７回の会議を開催し議論を重ねてまいりま
した。皆さんにこれまでの議論をお知らせします。

  なぜ今通年議会なのか？（導入の目的）

＊
二
元
代
表
制

　

議
会
の
議
員
と
執
行
機

関
の
長
を
別
個
に
直
接
選

挙
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、

議
会
と
長
に
は
、
法
律
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限

に
よ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

＊
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

　

大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
も
、
議
会
が
継
続
し
て

そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
規
定
さ
れ

た
議
会
の
危
機
管
理
体
制

の
こ
と
で
す
。

＊
専
決
処
分

　

議
会
の
権
限
に
属
す
る

事
項
の
中
で
最
も
重
要
な

『
議
決
』
に
つ
い
て
、
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
意
思

決
定
を
行
う
こ
と
で
す
。

専
決
処
分
を
す
れ
ば
、
議

会
が
議
決
し
た
の
と
全
く

同
じ
法
律
効
果
が
発
生
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
議

会
と
し
て
は
、
通
年
議
会

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
専
決
処
分
の
根
拠
を
な

く
し
、
議
会
本
来
の
責
務

を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　市民の皆さんに直接選ばれた議員で構成する議会と市長との『
＊
二元代表制』

の下では、その関係は対等でなければならない。しかし、現行制度の中では、
まだまだ市長の優位性が大きいと言わざるを得ない。

　現在、議会の招集権は市長にあるため、市長が年４回の定例会を招集するこ
とになっていることから、議会が主体的に会議を開く仕組みになっていない。
　これに対し通年議会は、例えば、市長が１月に議会を招集し、議会の議決に
よって会期を１２月までの１年間と定めた場合、議会は以後、議長の権限で再
開と休会を繰り返すことになり、議会機能の柔軟性・効率性を高めることがで
きる。

　具体的には、議会活動が中断する『閉会中の期間』を無くすことにより、
チェック機能の充実・強化を図るとともに、民意の反映や災害時の緊急対応、
大規模災害（南海トラフ地震等）の議

＊
会BCPに対して、議会の機動性を高める

ことができる。さらに、専
＊
決処分の防止に加え、常任委員会活動の充実、決算

審査を踏まえた次年度の予算に対する提案等、議会が能動的に市政に働き掛け
ることができると考える。

　通年議会の導入に伴っては、市長等執行機関との協議や条例・規則等の改廃、
制定など検討を要する事項が多くあるが、香美市議会の活性化を図り、主体性、
機動性を高めることによって市民の皆さんの負託に応えるため、『通年議会』
の導入について調査・研究を進めることが必要と考える。
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通  年  議  会
・
会
期
設
定
と
始
期・終
期

を
ど
う
す
る
の
か

　

会
期
設
定
の
根
拠
は
地

方
自
治
法
第
１
０
２
条
第

２
項
に
よ
り
『
定
例
会
を

年
１
回
と
す
る
』
と
し
、

始
期
を
１
月
、
終
期
を
12

月
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
一
事
不
再
議
へ
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か

　

会
議
規
則
の
改
正
に
て

対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
会
議
録
の
調
整
、
配
布

や
発
言
の
訂
正
、
取
消
し

に
つ
い
て
は

　

会
議
規
則
の
改
正
に
て

対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
用
語
の
整
理
に
つ
い
て

　

年
当
初
の
会
議
（
市
長

の
招
集
）
に
つ
い
て
は
、

令
和
○
年
香
美
市
議
会
定

例
会
と
す
る
。
現
在
の
定

例
会
は
、
○
月
定
例
会
議

と
し
、
臨
時
会
は
、
○
月

臨
時
会
議
、
〇
月
第
２
回

臨
時
会
議（
議
長
の
再
開
）

と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
本
会
議
等
の
増
加
に
伴

い
費
用
弁
償（
旅
費
）の
増

加
が
予
測
さ
れ
る
が

　

費
用
弁
償
の
廃
止
や
上

限
を
設
け
る
こ
と
は
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
。

・
市
民
へ
の
周
知
は
ど
う

す
る
の
か

　

議
会
だ
よ
り
並
び
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
進
捗
状

況
を
お
知
ら
せ
し
、
同
時

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
す
る
。
ま
た
、
議

会
報
告
会
等
の
場
で
取
り

組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

・
事
務
局
体
制
は
大
丈
夫

か
　

今
回
の
通
年
議
会
導
入

だ
け
で
な
く
、
香
美
市
議

会
は
、
平
成
22
年
か
ら
議

会
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
議
会
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
改
革
）
に

は
事
務
局
の
充
実
は
不
可

欠
で
あ
る
。
議
会
の
総
意

と
し
て
、
市
長
に
対
し
、

そ
の
旨
を
申
し
入
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

・
専
決
処
分
は
な
く
な
る

の
か

　

第
６
回
会
議
に
お
い
て
、

執
行
部
も
同
席
の
下
、
意

見
交
換
し
た
。
双
方
の
認

識
に
は
隔
た
り
が
あ
り
、

今
後
は
双
方
が
納
得
す
る

結
論
を
得
る
よ
う
協
議
を

継
続
し
て
い
く
。

て
お
り
、
あ
く
ま
で
議
会

の
最
も
重
要
な
役
割
で
あ

る
議
決
に
こ
だ
わ
る
姿
勢

は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　

今
後
、
執
行
部
と
の
協

議
を
進
め
て
い
く
上
で
、

今
回
の
視
察
研
修
は
大
い

に
役
立
つ
と
確
信
し
た
。

　

去
る
７
月
８
・
９
日
に

大
阪
府
の
大
東
市
議
会
並

び
に
、
大
阪
狭
山
市
議
会

に
て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

両
市
議
会
と
も
通
年
議

会
導
入
時
に
は
、
専
決
処

分
事
項
の
追
加
は
な
か
っ

た
が
、
大
阪
狭
山
市
議
会

で
は
、
導
入
後
に
執
行
部

の
要
望
に
よ
り
３
項
目
を

追
加
し
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
『
年
度
末

の
法
改
正
に
伴
う
税
条
例

等
の
改
正
』
に
つ
い
て
は
、

両
議
会
と
も
専
決
処
分
と

し
て
い
た
。

　

両
市
議
会
を
視
察
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
二
元
代

表
制
の
根
幹
を
堅
持
し
て

い
く
意
識
の
強
さ
で
あ
り
、

本
市
議
会
も
見
習
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
大
阪
狭
山
市
議

会
で
は
、
さ
ら
な
る
専
決

処
分
事
項
の
追
加
が
執
行

部
よ
り
要
望
さ
れ
て
い
る

が
、
予
備
費
や
予
算
の
流

用
で
対
応
で
き
る
と
考
え

議
論
の
行
方
は

大
阪
の
議
会
を
視
察

ご意見やご質問をお待ちしています

香美市ホームページ（トップページ）  パブリックコメント　→ 通年議会をクリック　

パブリックコメントを募集しますパブリックコメントを募集します

大阪狭山市議会

大東市議会


